
基礎基本を身に付け、
やる気をもって学ぶ子を育てる指導の工夫
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上越市立美守小学校
・三和区 自然豊か
・７学級 全校児童69名
・健康体育教育の推進
・地域の方の協力があつい
・昨年度まで算数を研究

◎研究主題（下線部は学校の重点目標）

基礎基本を身に付け、
やる気をもって学ぶ子を育てる指導の工夫
―言語活動を充実させた

国語科「説明文教材」の授業づくり―
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◎支援の内容
① 校内研修への参加

説明文教材における単元づくりの要点の共有
→ 松本先生から単元づくりの講話
② 授業構想検討

→ 教材+児童の興味関心・実態を踏まえ、探究的な課題を設定

③ 研究推進委員会による指導案検討会への参加

④ 授業者との毎時間のリフレクション

⑤ 公開授業参観、協議会参加

◎研究主題
基礎基本を身に付け、やる気をもって学ぶ子を育てる指導の工夫
―言語活動を充実させた国語科「説明文教材」の授業づくり―
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やる気をもって学ぶ子

説明文教材の授業

基礎基本を身に付け

言語活動を充実

◎研究主題
基礎基本を身に付け、やる気をもって学ぶ子を育てる指導の工夫
―言語活動を充実させた国語科「説明文教材」の授業づくり―

・探究的な課題の設定（松本 ２０１２）
・態度目標（難波 ２０１１）

・身に付けたい知識・技能の焦点化

→練習ステップ

・コミュニケーションの重視
・メタ認知の機能（井上 ２００７）

・書きをも含めた読解力（浜本 ２００５）
・形式と内容の統合（松本 ２０１３）
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さらに、「単元づくりの手順」（松本 ２０１２）に依拠し、次の4点に整理



◎研究主題
基礎基本を身に付け、やる気をもって学ぶ子を育てる指導の工夫
―言語活動を充実させた国語科「説明文教材」の授業づくり―

※ 3年生の授業支援を通して、４つの視点が明確化
4つの視点による授業支援と、授業分析を行った

①探究的な課題の設定

②単元で身に付けさせたい
知識・技能の明確化

③知識・技能の焦点化
―練習ステップ

④交流活動の設定
―メタ認知の機能

支援の経過
9月 3年生 「ミラクルミルク」

11月 1年生 「じどう車くらべ」

5年生 「天気を予想する」

4年生 「アップとルーズ
で伝える」
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授業づくり 4つの視点



〈１年生における授業支援〉

単元名「じどう車ずかんをつくって、ぜんこうのみんなにはっぴょうしよう」

教材名「じどう車くらべ」 （第１学年 ９名 全１０時間）

視点② 〈単元で身に付けさせたい

知識・技能の明確化〉

○ 知識・技能

→しごと（機能）とつくり（形態）の関係性を捉える
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〈１年生における授業支援〉 ―視点②〈知識・技能の明確化〉―

本文と絵を結び形態（つくり）を正しく捉える

線を引くことで分かった気になっている可能性がある

→丸で囲ませることで、はっきりしてくる 7



児童が書いた「じどう車ずかん」

〈１年生における授業支援〉 ―視点②〈知識・技能の明確化〉―

8
どちらも表現が異なるが形態と機能の関係性を適切に捉えている



〈１年生における授業支援〉

視点④ 〈交流活動の設定ーメタ認知の機能〉

○ 交流場面

→その「つくり」になっている理由を述べる活動を
何度も行う
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消防署ではしご車の見学

〈１年生における授業支援〉 ―視点④〈交流活動の設定―メタ認知の機能〉―
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体験活動が土台となって、関係性の理解が促された



〈１年生における授業支援〉 ―視点④〈交流活動の設定―メタ認知の機能〉―

グループ活動の様子

11

・体験や知識を生かした意見が多く見られた

・関係性の誤りを取り上げて考えさせる



〈４年生における授業支援〉

単元名「説明の仕方について考えよう」

教材名「アップとルーズで伝える」 （第４学年 ９名 全８時間）

視点① 〈探究的な課題の設定〉

○ 総合的な学習の時間と関連

→「白山のよさを３年生に伝える
ガイドブックを作ろう」
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〈４年生における授業支援〉 ―視点①〈探究的な課題の設定〉―

単元の導入・・・モデル文と写真の対応の検討
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〈４年生における授業支援〉

視点② 〈単元で身に付けさせたい

知識・技能の明確化〉

○ 知識・技能

→「内容」か？ 「形式」か？

・思考操作技能としての「対比」

アップとルーズ、メリットとデメリット、分かることと分からないこと

「対比」という方法知をメタ認知→他の場面へ転移が図られる

・「論理的表現方法」への気付き
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〈４年生における授業支援〉 ―視点②〈知識・技能の明確化〉―

文章から中心となる叙述を一つ選ぶ
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内容を読み取ることが目標

→筆者の述べ方（形式）を表現に生かせたのではないか？



〈５年生における授業支援〉

単元名「説明のしかたについて考え、意見文を書こう」

教材名「天気を予想する」 （第５学年 １７名 全１０時間）

視点③ 〈知識・技能の焦点化―練習ステップ〉

○ 知識・技能

→①「問い」と「答え」を繰り返しながら主張する論展開
→②目的や意図に応じ図表を用いながら主張すること

→図表の活用に焦点化し、練習ステップを設定
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５年生における授業支援〈知識・技能の焦点化―練習ステップ〉

記事に合う資料を選択する
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5年生における授業支援〈知識・技能の焦点化―練習ステップ〉
記事に合う資料を選択する
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記事に合う資料を選択する
実際の児童の意見

４０AR ここ（５）で
は比べてないから、
１にしました。
→情報の掲載量・２
列表の比べやすさ
を重視

４０AR ここ（５）で
は比べてないから、
１にしました。
→情報の掲載量・２
列表の比べやすさ
を重視

４９MK 上がった
感がある。
→資料の視覚的な
効果を重視

４９MK 上がった
感がある。
→資料の視覚的な
効果を重視
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児童の成長

☆表現者の立場から資料を選択

「表」 →詳しい情報が載っている
「グラフ」→情報を視覚的に訴える

どのような資料を加えれば自分の言いたいことが伝わ
りやすくなるのか
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成果と課題

〈探究的な課題の設定〉
成果：単元のはじめに学習のゴールを
示すことで、児童は目的意識を明確に
もち、授業に臨むことができた。

課題：他教科と連携させた多様な単元
デザイン。
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〈知識・技能の焦点化―練習ステップ〉

成果：知識・技能を焦点化し、習得を
図る練習ステップを設定したことは、
表現活動を伴う探求的な課題の解決に
有効。

課題：説明文教材から授業者が知識・
技能及びそこではたらく思考力を児童
に認識させる工夫。

〈単元で学習すべき知識・技能の明確化〉

成果：説明文教材の形式と内容を統合
するために、内容を読み取る過程で形
式に気付き、自身の表現へ生かしてい
く学習過程の有効性。

課題：教材の論理性を捉える過程の思
考力を知識・技能と位置づけ、それを
活用する場の設定。

〈交流とメタ認知〉
成果：比較活動などを課題として与える
ことで、交流場面における学習者の主体
性を生み出すことができた。

課題：学年の発達段階に応じて、交流の
目的を明確にする必要がある。系統的な
指導のために、カリキュラムや学習過程
に意図的・計画的に交流活動を設定する。
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